
こ
れ
か
ら
の
維
持
管
理
時

代
に
は
管
路
の
耐
震
性 、
老

朽
度 、
水
理
的
重
要
度
な
ど

を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る 。

ク
ボ
タ
グ
ル
ー

プ
で
は f
1

9
8
0

年
代
か
ら
「
管
路
管

理
シ
ス
テ
ム
（
マ
ッ

ピ
ン
グ

シ
ス
テ
ム）
」
を
は
じ
め 、

「
水
道
配
管
設
計
精
算
C
A

D
シ
ス
テ
ム」
「
水
理
解
析

支
援
シ
ス
テ
ム」

、
さ
ら
に

「
マ
ッ

ピ
ン
グ
デ
ー

タ
を
活

用
し
た
管
略
評
価
診
断
業

務」
に
取
り
組
み 、
管
路
評

価
手
法
の
確
立
に
携
わ
っ

て

き
た 。
「
当
社
と
し
て
は
1

9
9
0

年
に
川
四
由
さ
ま
が

導
入
し
た
の
が
景
初
だ
が 、

管
路
の
維
持
管
理
や
更
新
計

画
の
策
定 、
設
計
支
援
に
つ

い
て 、
こ
れ
ま
で
約
3
0
0

 

の
事
業
体
さ
ま
を
お
手
伝
い

し
て
き
た」
と 、
着
実
に
実

績
を
稿
み
重
ね
て
き
た 。

譴
更
新・
耐
震
化
に

一
方
で 、
マ
ッ

ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
可
鮨
性
が
最
大
隕

生
か
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を

脂
摘
す
る 。
「
給
水
人
口
3

万
人
以
上
の
事
業
体
で
は
マ

゜

ッ

ト⑲
I
O

T
 

五
じ
；
ー

に

秀
幸

に
聞
く

ク
ボ
タ
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
た
新
た
な
I
O
T
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
「
K
S
I
S」
の
サ
ー

ビ
ス

提
供
を
開
始
す
る
中 、
グ
ル
ー

プ
会
社
の
管
総
研
で
は 、
管
路
管
理
シ
ス
テ
ム
「
W
A
T
E
R
S」
を
迎
化
さ
せ
た 、

「
W
A
T
E
R
S
I

C
l
o
ll
d」
を
4
月
か
ら
販
売
開
始
す
る 。
こ
れ
ま
で
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー

バ
型 、
ス
タ◇
ン

ド
ア
ロ
ン
型 、
W
e
b

型
に
加
え 、
ベ
ー

ス
マ
ッ

プ
に
グ
ー

グ
ル
マ
ッ

プ
を
利
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド

型
の
マ
ッ

ピ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
の
翌
場
で 、
日
常
の
調
査
点
検 、
災
害
時
の
現
場
立
ち
会
い
な
ど
適
用
範
囲
が
拡
が
る 。
さ
ら
に 、
I
O
T
化
で

水
量。
水
圧
デ
ー

タ
ま
で
マ
ッ

ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で一
元
的
に
管
理
し
て
い
く
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る 。
ク
ボ
タ
グ

ル
ー

プ
と
し
て
の
管
総
研
の
戦
略
を 、
三
好
秀
幸
社
長
に
聞
い
た 。

三
好

ッ
ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
ほ
と

ん
ど
導
入
し
て
い
る
が 、
単

な
る
図
面
管
理
に
と
ど
ま
っ

て
お
り 、
コ
ス
ト
を
か
け
た

割
に
は
有
効
に
機
詭
し
て
い

な
い
の
が
実
情
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い 。
マ
ッ

ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
は
構
築
し
て
か
ら 、

デ
ー

タ
を
ど
う
活
用
す
る
か

で
価
餌
が
決
ま
る 。
マ
ッ

ピ

ン
グ
デ
ー

タ
は
本
来 、
資
産

管
理
に
利
用
で
き
る
し 、
当

社
の
得
意
な
管
路
評
価
や
水

理
解
析
に
も
使
え
る 。
こ
れ

か
ら
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
更
新・
耐
震
化
計
両
の

策
定
は
待
っ

た
な
し
で
あ

り 、
お
役
に
立
て
る
の
で
は

な
い
か」

。

今
国
会
に
上
紅
さ
れ
た
水

道
法
改
正
案
で
は 、
水
道
施

設
台
帳
の
整
備
を
義
籾
付
け

る
な
ど 、
保
有
資
産
の
健
全

度
の
把
冠 、
あ
る
い
は
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ

く
管
路
更
新•
財
政
計
画
の

策
定
が
よ
り一
雇
求
め
ら
れ

る 。
同
社
の
マ
ッ

ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
核
と
し
た
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ

ン
辰
開
に
期
待
が
か

か
る。麟一

貫
受
注
の
差
み

管
路
設
計
シ
ス
テ
ム
で
も

「
今
後 、
更
新。
耐
震
化
事

業
が
進
む
に
つ
れ 、
設
計
案

件
も
増
え
る 。
当
社
の
C
A

D
シ
ス
テ
ム
で
設
計
し 、
作

成
し
た
竣
工
図
の
位
置プ
ー

タ
を
当
社
の
マ
ッ

ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
に
活
用
す
れ
ば 、
菅

路
の
絋
持
管
鯉
か
ら
評
価 、

診
断
に
も
使
え
る 。
一
連
の

流
れ
が
同
じ
シ
ス
テ
ム
上
で

連
用
で
き
る
上 r
当
社
に
は

各
シ
ス
テ
ム
の
開
発
か
ら
構

築 、
そ
の
運
用
支
援
ま
で一

賣
し
て
行
っ

て
い
る
頼
み
も

あ
る 。
こ
れ
か
ら
四

誓詫

も
造
み 、
各
業
務
の
連
愕
が

深
ま
れ
ば 、
デ
ー

タ
の
共
有

化
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か」
と
述
べ 、

マ
ッ

ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
受

託
連
用

e

共
通
利
用
に
よ
る

業
籾
の
効
率
化
や 、
デ
ータ/

連
愧
に
よ
る
情
親
の
高
度
化

な
ど 、
地
域
ニ
ー

ズ
に
応
じ

た
提
案
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
語
る 。

譴
I

O
T
化
を
先
鞭

さ
ら
に
I
O
T
化
が
進
度

す
る
中 、
ク
ボ
タ
の
I
O
T

ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム

「
K
S
I
S」
の
中
核
的
シ

ス
テ
ム
の―
つ
と
し
て 、
市

場
度
開
を
見
据
え
て
い
る 。

「
東
日
本
大
震
災
で
は
当
社

の
バ
ッ

ク
ア
ッ

プ
デ
ー

タ
か

ら
紙
図
面
を
提
供
し
た
が 、

タ
ブ
レ
ッ
ト
も
大
変
有
効 。

G
P
S
と
連
動
す
れ
ば 、
そ

の
場
で
図
面
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
る 。
ま
た 、
管
網

上
に
各
種
セ
ン
サ
ー

を
付
け

れ
ば 、
水
量
や
水
圧
デ
ー

タ

な
ど
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き 、
マ
ッ

ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

で
”

見
え
る
化
II

で
き
る 。

そ
の
先
鞭
を

つ
け
て
い
き

た
い」
「
ク

ボ
タ
で
開
発

し
て
い
る
サ

イ
ト
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
は

施
工
管
理
情

親
を
マ
ッ

ピ

ン
グ
シ
ス
テ

ム
に
自
動
連

励
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る

が 、
そ
の
情

詞
に
は
継
手

位
置
な
ど
3a

次
元
情
親
も
取
れ
る 。
他
企

業
管
と
の
輻
麟
な
ど
の
維
持

管
理
蜆
場
の
問
題
を
考
え
れ

ば 、
将
来
的
に
は
3

次
元
の

マ
ッ

ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
も
二

ー
ズ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か」
と
意
気
込
む 。

闊
管
総
研
ら
し
さ
で

更
新・
耐
軍
化
へ
の
活
用

に
つ
い
て
嘉
客
さ
ま
目
綜“

を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
挙
げ
る 。

「
更
新。
耐
震
化
は
こ
れ
か

ら 。
お
客
さ
ま
目
線
に
立
っ

て 、
管
路
に
精
遍
し
た
プ
ロ

フ
ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
の

1月末に京都市で開催したクボタ新春のつどい
でクラウドマッピングシステム「WATERS
Cloud」をパネル展示

ク
ボ
タ
グ
ル
ー

プ
ら
し
さ 、

管
総
研
ら
し
さ
て
提
案
し
て

い
こ
う
と
思
っ

て
い
る」「
社

員
に
は 、
将
棋
の
羽
生
三
冠

の
言
葉
か
ら 、”
キ
ス
ア
プ
ロ

ー
チ
(
K
e
e
p
i
t
s

.l
lil
p
l
e
s
t
u
p
i

 

d)“
で
挑
戦
し
よ
う
と
伝
え

て
い
ま
す 。
II

よ
う
は
こ
ち
ゃ

こ
ち
ゃ

考
え
ず 、
簡
学
に
や

れ“
と
い
う
こ
と
で
す 。
考
え

て
先
延
ば
す
ぐ
ら
い
な
ら 、

ま
ず
取
り
組
む 。
失
敗
し
て

も
原
因
分
析
し
て
再
挑
戦
す

れ
ば
い
い 。
I
O
T
の
和
活

用
を
は
じ
め 、
社
員一
人
ひ

と
り
が
果
敢
に
挑
職
し
て
い

く
よ
う
に
し
た
い」
と
語
る 。

園栗岡式蹴コマ断水器は、 通水狭態にある給水管

を切断しても、 本器を上流管に抑入して暇コマ
をすれば、 手軽に止水きるように考案した画期
的な断水器す。 いまや都市をはじめ、 全国市町
村においても水道管修理の必需品として 採   用
され、 非常に好評を得ています。

，1（中い国索大喜婁贄霜％詈贔13番砂
il/06(6974)3321的FAX06(6974)7873
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竺
好
秀
幸
（
み
よ
し・

ひ
で
ゆ
き）
氏
の
略
歴]
1

9
9
2

年
に
ク
ボ
タ
に
入

杜 、
水
情
報
シ
ス
テ
ム
部
開

発
課
長 、
鉄
管
事
業
揺
進
部

第
3

グ
ル
ー

プ
長
を
紐
て 、

2
 0
0

 9
年
に
管
総
研
に
出

同 。
同
社
調
査
研
究
部
長 、

技
術
部
長 、
取
締
役
技
術
統

括
部
長
を
経
て 、
昨
年
3

月

に
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任 。
趣
味
は
週
1

回
の
リ
フ

レ
ッ

シ
ュ
と
な
っ

て
い
る
テ

ニ
ス 、
ラ
ン
ニ
ン
グ 、
将
棋 。

岡
山
大
学
大
学
院
理
学
研
完

科
修
了 。
1
9
5
7

年
12
月

27
日
生
ま
れ 、
大
阪
府
出
身 。




